
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】高炉底部を高炉基礎コンクリートから分離し、

据付け場所から持上げ分離させて除去するとき、熱劣化

したコンクリートの隙間への落下を無くし、高炉底部の

横移動手段を設置する隙間を確保できる改修工法の提供

。

【解決手段】高炉基礎コンクリート６１の最上面コンク

リート層６１ａに形成された凹部に設置した最下段敷ビ

ーム６３とコンクリート層６１ａとグラウト６４を貫く

第１貫通孔７７の中に棒状部材７８を設置の後、グラウ

トを充填する補強を実施し、第１貫通孔の下側の高炉基

礎コンクリートに第２貫通孔７９を水平方向に明け、第

２貫通孔の位置で高炉基礎コンクリートを水平に切断し

て、高炉底部６６と高炉基礎コンクリートを切り離し、

高炉底部を油圧ジャッキ７４等で上昇させて隙間７５を

形成し、隙間７５にコロ等の移動手段を設置し、高炉底

部を横移動させる。

【選択図】図４
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
  高 炉 基 礎 コ ン ク リ ー ト の 最 上 面 コ ン ク リ ー ト 層 に 形 成 さ れ た 凹 部 に 敷 ビ ー ム を 設 置 す る
と 共 に グ ラ ウ ト を 充 填 し て 、 そ の 上 部 に 前 記 敷 ビ ー ム を 含 む 高 炉 底 部 が 構 成 さ れ て お り 、
前 記 高 炉 基 礎 コ ン ク リ ー ト か ら 高 炉 底 部 を 分 離 す る と 共 に 、 炉 底 マ ン テ ル と 上 部 マ ン テ ル
を 切 離 し た う え 、 前 記 高 炉 底 部 を 持 上 げ て 据 付 け 場 所 か ら 横 方 向 移 動 さ せ る 高 炉 の 改 修 工
法 に お い て 、
  前 記 最 上 面 高 炉 基 礎 コ ン ク リ ー ト 層 の 熱 劣 化 の 補 強 工 事 と し て 、 前 記 敷 ビ ー ム を 直 交 方
向 に 貫 き 、 さ ら に 前 記 最 上 面 コ ン ク リ ー ト 層 と グ ラ ウ ト を 貫 い て 水 平 に 複 数 の 第 １ 貫 通 孔
を 明 け 、 第 １ 貫 通 孔 の 中 に 鉄 筋 等 の 棒 状 部 材 を 設 置 の 後 グ ラ ウ ト を 充 填 す る 補 強 を 実 施 し
、 第 １ 貫 通 孔 の 下 側 で か つ 炉 底 部 直 下 の 高 炉 基 礎 コ ン ク リ ー ト に 複 数 の 第 ２ 貫 通 孔 を 水 平
方 向 に 明 け 、 前 記 第 ２ 貫 通 孔 の 位 置 で 前 記 高 炉 基 礎 コ ン ク リ ー ト を 水 平 に 切 断 し て 、 高 炉
底 部 と 高 炉 基 礎 コ ン ク リ ー ト を 切 り 離 し 、 高 炉 底 部 を 適 宜 の 持 上 げ 手 段 で 上 昇 さ せ る こ と
に よ り 高 炉 底 部 と 高 炉 基 礎 コ ン ク リ ー ト と の 間 に 隙 間 を 形 成 し 、 該 隙 間 に コ ロ 等 の 移 動 手
段 を 設 置 し 、 高 炉 底 部 を 移 動 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 高 炉 の 改 修 工 法 。
【 請 求 項 ２ 】
  高 炉 基 礎 コ ン ク リ ー ト の 最 上 面 コ ン ク リ ー ト 層 に 形 成 さ れ た 凹 部 に 敷 ビ ー ム を 設 置 す る
と 共 に グ ラ ウ ト を 充 填 し て 、 そ の 上 部 に 前 記 敷 ビ ー ム を 含 む 高 炉 底 部 が 構 成 さ れ て お り 、
前 記 高 炉 基 礎 コ ン ク リ ー ト か ら 高 炉 底 部 を 分 離 す る と 共 に 、 炉 底 マ ン テ ル と 上 部 マ ン テ ル
を 切 離 し た う え 、 前 記 高 炉 底 部 を 持 上 げ て 据 付 け 場 所 か ら 横 方 向 移 動 さ せ る 高 炉 の 改 修 工
法 に お い て 、
炉 底 部 直 下 の 高 炉 基 礎 コ ン ク リ ー ト に 複 数 の 第 ２ 貫 通 孔 を 水 平 方 向 に 明 け 、 前 記 第 ２ 貫 通
孔 の 位 置 で 前 記 高 炉 基 礎 コ ン ク リ ー ト を 水 平 に 切 断 し て 、 高 炉 底 部 と 高 炉 基 礎 コ ン ク リ ー
ト を 切 り 離 し 、 前 記 最 上 面 基 礎 コ ン ク リ ー ト 層 の 熱 劣 化 の 補 強 工 事 と し て 、 前 記 敷 ビ ー ム
を 直 交 方 向 に 貫 き 、 さ ら に 前 記 最 上 面 コ ン ク リ ー ト 層 と グ ラ ウ ト を 貫 い て 水 平 に 複 数 の 第
１ 貫 通 孔 を 明 け 、 第 １ 貫 通 孔 の 中 に 鉄 筋 等 の 棒 状 部 材 を 設 置 の 後 グ ラ ウ ト を 充 填 す る 補 強
を 実 施 し 、 高 炉 底 部 を 適 宜 の 持 上 げ 手 段 で 上 昇 さ せ る こ と に よ り 高 炉 底 部 と 高 炉 基 礎 コ ン
ク リ ー ト と の 間 に 隙 間 を 形 成 し 、 該 隙 間 に コ ロ 等 の 移 動 手 段 を 設 置 し 、 高 炉 底 部 を 移 動 さ
せ る こ と を 特 徴 と す る 高 炉 の 改 修 工 法 。
【 請 求 項 ３ 】
  請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 に お い て 、 鉄 筋 等 の 棒 状 部 材 の 周 囲 に 繊 維 状 袋 体 を 被 せ た う え 該
棒 状 部 材 を 第 １ 貫 通 孔 に 挿 入 し 、 そ の 後 、 繊 維 状 袋 体 内 に グ ラ ウ ト を 充 填 す る こ と を 特 徴
と す る 高 炉 の 改 修 工 法 。
【 請 求 項 ４ 】
  前 記 高 炉 底 部 の 持 上 げ 手 段 を ジ ャ ッ キ で 構 成 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず
れ か １ 項 記 載 の 高 炉 の 改 修 工 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
  本 発 明 は 、 高 炉 の 改 修 工 法 に 係 り 、 特 に 高 炉 本 体 の 炉 底 部 の 改 修 方 法 に 関 す る も の で あ
る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
  従 来 か ら 高 炉 の 改 修 に は 、 炉 体 の 解 体 、 炉 内 耐 火 物 の 築 炉 、 冷 却 装 置 据 付 等 の 多 く の 工
事 を 伴 い 、 ４ ～ ５ ヶ 月 の 長 期 間 を 要 し て い る が 、 生 産 量 の 確 保 の 面 か ら 、 最 短 で 高 炉 の 改
修 を 行 う こ と が 強 く 求 め ら れ て き た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
  さ ら に 、 高 炉 の 稼 働 基 数 は 減 少 傾 向 に あ り 、 単 基 高 炉 稼 働 を 行 っ て い る 製 鉄 所 も 多 く 、
短 期 に 改 修 を 行 う こ と が 一 層 強 く 求 め ら れ て い る 実 情 に あ る 。 そ の う ち 、 炉 底 部 の 改 修 工
法 に つ い て 、 こ れ ま で に も 種 々 の 改 修 工 法 、 あ る い は 解 体 ・ 撤 去 工 法 、 据 付 工 法 が 提 案 さ
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れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
  例 え ば 、 特 開 平 ５ － ２ ２ ２ ４ ２ ０ 号 公 報 に は 、 炉 底 部 と 高 炉 基 礎 と の 間 に 、 圧 縮 ガ ス の
流 体 膜 を 形 成 し 、 そ の 流 体 膜 を 介 し て 、 油 圧 ジ ャ ッ キ に よ り 炉 底 部 を 水 平 に 保 持 し た 状 態
で 、 移 動 抵 抗 を 小 さ く し て 、 炉 底 部 を 分 離 ・ 撤 去 す る 高 炉 改 修 方 法 が 提 案 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
  ま た 、 特 開 ２ ０ ０ １ － ５ ９ １ ０ ９ 号 公 報 、 特 開 ２ ０ ０ １ － ８ １ ５ ０ ８ 号 公 報 、 特 開 ２ ０
０ １ － １ ３ １ ６ １ ７ 号 公 報 、 特 開 ２ ０ ０ １ － ２ ０ ７ ２ ０ ４ 号 公 報 な ど に は 、 炉 底 部 直 下 の
高 炉 基 礎 コ ン ク リ ー ト に 複 数 の 貫 通 孔 を 明 け 、 そ の 貫 通 孔 を 利 用 し て 炉 底 部 と 高 炉 基 礎 コ
ン ク リ ー ト と を ワ イ ヤ ー ソ ー 等 で 切 り 離 し 、 そ の 水 平 貫 通 孔 に 炉 底 部 を 浮 上 さ せ る 仕 組 み
を 設 置 し て 横 引 き を 可 能 に す る 提 案 が な さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
  ま た 、 特 開 ２ ０ ０ ２ － ３ ３ ９ ０ ０ ７ 号 公 報 で も 高 炉 基 礎 コ ン ク リ ー ト に 水 平 貫 通 孔 を 明
け 、 ワ イ ヤ ー ソ ー で 水 平 切 断 し た 後 、 こ の 切 断 面 を 介 し て 炉 底 部 を 持 上 げ て 隙 間 を 形 成 し
、 こ の 隙 間 を 利 用 し て 横 移 動 手 段 を 配 置 し 、 こ れ に よ り 炉 底 部 を 一 括 し て 横 移 動 さ せ る も
の で あ る が 、 そ の 移 動 を 成 功 さ せ る に は 、 隙 間 に 横 移 動 手 段 を 確 実 に 配 置 す る 必 要 が あ り
、 そ の た め に は 前 記 ワ イ ヤ ー ソ ー で 切 断 さ れ た 水 平 切 断 面 が 確 保 さ れ て い る こ と が 必 要 と
な る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
  特 開 ２ ０ ０ ２ － ３ ３ ９ ０ ０ ７ 号 に 開 示 の 技 術 を 、 図 ９ 、 図 １ ０ に よ っ て 簡 潔 に 説 明 す る
。 高 炉 １ ０ は 、 高 炉 基 礎 コ ン ク リ ー ト １ １ と 該 基 礎 １ １ 上 に 設 け ら れ た 敷 ビ ー ム １ ２ と 、
敷 ビ ー ム １ ２ 上 に 設 け ら れ た 高 炉 本 体 １ ３ を 有 し て い る 。 高 炉 １ ０ と そ の 上 部 に 設 け ら れ
た 炉 頂 設 備 は 、 高 炉 の 周 囲 の ４ ケ 所 に 立 設 す る 支 柱 ２ ２ を 含 む 炉 体 櫓 １ ４ に 支 持 さ れ て お
り 、 こ れ に 高 炉 本 体 １ ３ を 吊 下 げ る セ ン タ ー ホ ー ル ジ ャ ッ キ ５ ０ 等 の 吊 下 手 段 を 取 付 け る
。
【 ０ ０ ０ ８ 】
  高 炉 基 礎 コ ン ク リ ー ト １ １ 上 に 設 け ら れ た 敷 ビ ー ム １ ２ は 、 平 行 に 配 設 さ れ た 多 数 の Ｈ
形 鋼 と 、 該 H形 鋼 の 間 に 設 置 す る 冷 却 管 と 、 Ｈ 形 鋼 上 部 に 設 置 す る 平 面 も し く は 円 形 の 炉
底 板 か ら 構 成 さ れ る 。 高 温 に な る 敷 ビ ー ム １ ２ の 上 側 は 、 前 記 冷 却 管 等 で 冷 却 さ れ 、 敷 ビ
ー ム １ ２ の 下 側 の 高 炉 基 礎 コ ン ク リ ー ト １ １ は 、 温 度 上 昇 が 制 限 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
  高 炉 本 体 １ ３ は 、 筒 状 に 形 成 さ れ 、 炉 底 板 の 上 部 に 溶 接 さ れ 立 設 さ れ て い る 。 高 炉 本 体
１ ３ の 外 側 は 鉄 皮 ２ ９ で 覆 わ れ 、 内 側 は 多 数 の ス テ ー ブ ク ー ラ ３ ０ が 配 置 さ れ て い る 。 高
炉 本 体 １ ３ の 内 側 下 部 に は 、 耐 火 物 か ら な る 炉 底 煉 瓦 層 ３ １ が 形 成 さ れ て い る 。 高 炉 １ ０
の 吹 き 卸 し 後 に は 、 炉 底 煉 瓦 層 ３ １ の 上 部 に 冷 却 凝 固 し た 残 銑 が 残 っ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
  図 １ ０ （ ｂ ） に よ っ て 、 高 炉 底 部 ３ ６ の 解 体 方 法 の 手 順 を 説 明 す る 。 高 炉 底 部 ３ ６ の 切
離 工 程 で は 、 高 炉 本 体 １ ３ か ら 切 り 離 さ れ た 敷 ビ ー ム １ ２ よ り 下 側 の 高 炉 基 礎 コ ン ク リ ー
ト １ １ に 予 め 切 断 区 分 ３ ７ 、 ３ ８ 、 ３ ９ 、 ４ ０ に 分 割 さ れ た 水 平 切 断 部 ４ ９ を 計 画 す る 。
図 １ ０ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 切 断 区 分 ３ ７ ～ ４ ０ は 、 高 炉 本 体 １ ３ の 中 心 を 基 準 に し て 点
対 称 お よ び 線 対 称 と な る 中 心 角 ９ ０ 度 の 扇 形 に 形 成 さ れ て い る 。 切 断 区 分 は こ の よ う な 扇
形 に 限 ら ず 、 水 平 に ス ラ イ ス し た 長 方 形 の 区 分 で も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
  各 切 断 区 分 ３ ７ ～ ４ ０ の 境 界 ４ １ 、 ４ ２ 、 ４ ３ 、 ４ ４ は 、 図 示 し な い 穿 孔 機 を 用 い て 側
方 か ら 行 わ れ る コ ア ボ ー リ ン グ 加 工 に よ っ て 分 離 さ れ 、 穿 孔 が 施 さ れ た 隣 接 す る 境 界 ４ １
、 ４ ２ 及 び 境 界 ４ ３ 、 ４ ４ に は そ れ ぞ れ ワ イ ヤ ー ソ ー ４ ５ 、 ４ ６ が 挿 通 さ れ 、 こ れ ら を 同
時 に 運 転 す る こ と に よ っ て 、 高 炉 本 体 １ ３ が 直 角 に 立 設 状 態 を 維 持 す る よ う に し て 対 向 す
る 切 断 区 分 ３ ７ 、 ３ ９ を 同 時 に 切 断 す る こ と が で き る 。 次 に 、 切 断 し た 部 分 に フ レ キ ブ ル
ホ ー ス を 装 入 し 、 上 下 の 切 断 面 に 液 状 の 剥 離 材 を 塗 布 、 次 に 、 切 断 面 グ ラ ウ ト 材 を 充 填 し
、 硬 化 し た グ ラ ウ ト 材 で 高 炉 本 体 の 荷 重 を 支 持 す る 。
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【 ０ ０ １ ２ 】
  前 記 一 連 の 作 業 を 繰 り 返 し 行 う こ と で 、 高 炉 １ ０ の 操 業 中 に お い て も 炉 底 部 の 切 離 工 程
を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
  炉 体 切 断 工 程 で は 、 水 平 切 断 部 ４ ９ を 切 断 の 後 、 高 炉 １ ０ を 吹 き 卸 し 、 高 炉 本 体 １ ３ の
上 部 と 下 部 に ブ ラ ケ ッ ト ５ ２ 、 ５ ３ を 溶 接 す る と 共 に セ ン タ ー ホ ー ル ジ ャ ッ キ ５ ０ 、 ５ １
を 取 り 付 け 、 こ れ ら の 各 部 材 に 上 部 マ ン テ ル ３ ４ と 、 敷 ビ ー ム １ ２ お よ び 炉 底 マ ン テ ル ３
５ を 含 む 高 炉 底 部 ３ ６ が 支 持 さ れ る 。 次 に 、 高 炉 本 体 １ ３ の 羽 口 レ ベ ル よ り 下 側 部 位 １ ５
を 水 平 に 切 断 す る こ と で 、 高 炉 本 体 １ ３ は 、 上 部 マ ン テ ル ３ ４ と 残 存 煉 瓦 及 び 残 銑 ３ ３ を
内 蔵 す る 炉 底 マ ン テ ル ３ ５ と に 分 離 さ れ る と 共 に 、 周 辺 の 設 備 が 解 体 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
  高 炉 底 部 ３ ６ の 撤 去 工 程 で は 、 セ ン タ ー ホ ー ル ジ ャ ッ キ ５ ０ を 用 い て 上 部 マ ン テ ル ３ ４
を 吊 上 げ た 状 態 で セ ン タ ー ホ ー ル ジ ャ ッ キ ５ １ を 用 い て 高 炉 底 部 ３ ６ を 上 昇 さ せ る 。 高 炉
底 部 ３ ６ は 、 水 平 切 断 部 ４ ９ の 塗 布 さ れ た 剥 離 材 の 作 用 に よ り 小 さ な 力 で 簡 単 に 高 炉 基 礎
コ ン ク リ ー ト １ １ の 下 部 か ら 離 反 し て 上 昇 す る こ と が で き る 。 ま た は 、 油 圧 ジ ャ ッ キ に て
炉 底 部 を 上 昇 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
  次 い で 、 高 炉 底 部 ３ ６ の 切 断 面 に 、 横 移 動 手 段 を 構 成 す る レ ー ル 部 材 ５ ５ 上 を 走 行 可 能
な 台 車 ５ ８ を 配 置 し 、 高 炉 底 部 ３ ６ を 台 車 ５ ８ 上 に 降 ろ し 、 図 示 し な い ウ イ ン チ 等 を 用 い
て 横 移 動 さ せ 、 炉 体 櫓 １ ４ 外 に 移 動 さ せ 、 さ ら に 重 量 物 搬 送 台 車 ５ ７ に て 搬 送 す る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ５ － ２ ２ ２ ４ ２ ０ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ５ ９ １ ０ ９ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ８ １ ５ ０ ８ 号 公 報
【 特 許 文 献 ４ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － １ ３ １ ６ １ ７ 号 公 報
【 特 許 文 献 ５ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ２ ０ ７ ２ ０ ４ 号 公 報
【 特 許 文 献 ６ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ３ ３ ９ ０ ０ ７ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ６ 】
  特 開 ２ ０ ０ ２ － ３ ３ ９ ０ ０ ７ 号 な ど の 従 来 技 術 に よ る と 、 高 炉 本 体 を 上 部 マ ン テ ル と 、
敷 ビ ー ム 、 炉 底 部 マ ン テ ル を 含 む 高 炉 底 部 と に 分 離 し 、 高 炉 底 部 下 の 高 炉 基 礎 コ ン ク リ ー
ト を ワ イ ヤ ー ソ ー を 用 い て 水 平 方 向 に 切 断 し 分 離 し た 上 、 高 炉 底 部 を 持 上 げ て 切 断 部 に 隙
間 を 形 成 し 、 こ の 隙 間 を 利 用 し て 横 移 動 手 段 を 配 置 し 、 高 炉 底 部 を 一 括 し て 横 移 動 さ せ る
こ と で 、 高 炉 本 体 の 改 修 を 短 期 に 行 う こ と が で き る 利 点 が あ る が 、 そ の 移 動 を 成 功 さ せ る
に は 、 隙 間 に 横 移 動 手 段 を 確 実 に 配 置 す る た め に 切 断 平 面 が 確 保 さ れ て い る こ と が 必 要 と
な り 、 こ の 点 に 関 し 高 炉 底 部 を 持 上 げ た 際 、 高 熱 で 劣 化 し た コ ン ク リ ー ト が 前 記 の 隙 間 に
剥 落 し て 切 断 平 面 を 阻 害 す る お そ れ が あ る と い う 問 題 が 残 さ れ て い た 。
【 ０ ０ １ ７ 】
  本 発 明 は 、 前 記 の 問 題 点 を 解 決 す る こ と に あ り 、 図 １ ～ 図 ３ に よ っ て さ ら に 説 明 す る 。
各 図 は 本 発 明 の 改 修 工 法 を 実 施 す る 高 炉 基 礎 部 を 示 す も の で あ る 。 図 ２ に お い て 、 高 炉 基
礎 コ ン ク リ ー ト ６ １ の 上 面 に 形 成 さ れ た 凹 部 ６ ２ に Ｈ 形 鋼 製 の 最 下 段 敷 ビ ー ム ６ ３ が 設 置
さ れ る と 共 に 、 最 下 段 敷 ビ ー ム ６ ３ の 間 隙 を 埋 め る よ う に 凹 部 ６ ２ に グ ラ ウ ト ６ ４ が 充 填
さ れ て い る 。 最 下 段 敷 ビ ー ム ６ ３ の 上 部 に は １ 段 目 敷 ビ ー ム ６ ５ が 配 置 さ れ 、 １ 段 目 敷 ビ
ー ム ６ ５ の 上 に ２ 段 目 敷 ビ ー ム ６ ８ が 配 置 さ れ 、 ２ 段 目 敷 ビ ー ム ６ ８ の 上 に 炉 底 板 ６ ９ を
介 し て 残 銑 を 含 む 炉 底 レ ン ガ ７ ０ が 設 置 さ れ る と 共 に 、 炉 底 マ ン テ ル ７ １ が 設 置 さ れ て い
る 。 １ 段 目 敷 ビ ー ム ６ ５ と ２ 段 目 敷 ビ ー ム ６ ８ と 炉 底 マ ン テ ル ７ １ を 含 め て 高 炉 底 部 ６ ６
と い う 。 高 炉 に よ っ て は 、 ２ 段 目 敷 ビ ー ム ６ ８ が 割 愛 さ れ た 高 炉 も あ る が 、 そ の 場 合 に お
い て も 同 様 の 工 法 が 適 用 で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
  高 炉 底 部 ６ ６ の 構 築 に 際 し て は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 ま ず 高 炉 基 礎 コ ン ク リ ー ト ６ １ の

10

20

30

40

50

(4) JP 2005-298889 A 2005.10.27



上 面 に 形 成 し た 凹 部 ６ ２ に 最 下 段 敷 ビ ー ム ６ ３ を 設 置 す る 。 凹 部 ６ ２ の 間 に 凸 状 に 盛 り 上
が っ た コ ン ク リ ー ト を 最 上 面 基 礎 コ ン ク リ ー ト 層 ６ １ ａ と い う 。 最 下 段 敷 ビ ー ム ６ ３ を 平
面 で な く 凹 部 ６ ２ に 設 置 す る の は 、 当 該 最 下 段 敷 ビ ー ム ６ ３ と 高 炉 基 礎 コ ン ク リ ー ト ６ １
と の 結 合 を 確 実 に す る た め で あ る 。 凹 部 ６ ２ に 最 下 段 敷 ビ ー ム ６ ３ を 設 置 し た 後 、 最 下 段
敷 ビ ー ム ６ ３ の 間 隙 を 埋 め る よ う に 凹 部 ６ ２ に グ ラ ウ ト ６ ４ を 充 填 す る 。 そ の 後 、 最 下 段
敷 ビ ー ム ６ ３ の 上 に 、 １ 段 目 敷 ビ ー ム ６ ５ 、 ２ 段 目 敷 ビ ー ム ６ ８ 、 炉 底 マ ン テ ル ７ １ 、 炉
底 レ ン ガ ７ ０ 等 を 順 に 設 置 し て い く 。
【 ０ ０ １ ９ 】
  本 発 明 の 改 修 工 法 の 実 施 対 象 で あ る 高 炉 基 礎 部 は 前 記 の 構 成 で あ り 、 高 炉 本 体 の 改 修 の
た め 高 炉 底 部 ６ ６ を 解 体 す る と き は 、 最 下 段 敷 ビ ー ム ６ ３ の 下 側 の 切 断 レ ベ ル ７ ２ の 位 置
に 複 数 の 貫 通 孔 を 開 設 し 、 該 貫 通 孔 に ワ イ ヤ ー ソ ー を 通 し て 従 来 と 同 じ 方 法 を 用 い て 水 平
方 向 に 切 断 し 、 基 礎 コ ン ク リ ー ト ６ １ と 高 炉 底 部 ６ ６ を 上 下 に 分 離 す る 。 そ の 後 、 仮 設 ブ
ラ ケ ッ ト ７ ３ を 新 設 し て １ 段 目 敷 ビ ー ム ６ ５ を 直 接 支 持 し 、 か つ 仮 設 の 油 圧 ジ ャ ッ キ ７ ４
を 用 い て 仮 設 ブ ラ ケ ッ ト ７ ３ を 介 し て 高 炉 底 部 ６ ６ を 持 上 げ て 、 高 炉 底 部 ６ ６ と 高 炉 基 礎
コ ン ク リ ー ト ６ １ の 切 断 上 面 と の 間 に コ ロ な ど の 横 移 動 手 段 を 挿 入 で き る 隙 間 ７ ５ を 形 成
す る 。 そ の 後 に 、 高 炉 底 部 ６ ６ の 支 持 を 仮 設 の 油 圧 ジ ャ ッ キ ７ ４ か ら 横 移 動 手 段 に 移 し 変
え 、 炉 体 櫓 の 外 に 移 動 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
  通 常 、 高 炉 基 礎 コ ン ク リ ー ト ６ １ の 上 面 は 、 高 炉 が 稼 働 し て い る 時 、 冷 却 さ れ て は い る
も の の 、 高 温 に 曝 さ れ る こ と に な り 、 コ ン ク リ ー ト の 強 度 が 低 下 し て い て 、 亀 裂 が 生 じ た
り 紛 化 し て も ろ く な っ て い る 。 そ の た め 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 水 平 切 断 さ れ た 切 断 レ ベ ル
７ ２ の 上 側 に 位 置 す る 高 炉 底 部 ６ ６ に お け る １ 段 目 敷 ビ ー ム ６ ５ を 最 下 段 敷 ビ ー ム ６ ３ と
一 緒 に 仮 設 ブ ラ ケ ッ ト ７ ３ で 直 接 支 持 し て 、 仮 設 の 油 圧 ジ ャ ッ キ ７ ４ に て 高 炉 基 礎 コ ン ク
リ ー ト ６ １ か ら 離 反 し て 上 昇 さ せ た と き 、 最 下 段 敷 ビ ー ム ６ ３ の 間 に 充 填 さ れ て グ ラ ウ ト
６ ４ と 同 じ レ ベ ル ま で 盛 り 上 が っ て い る 最 上 面 基 礎 コ ン ク リ ー ト 層 ６ １ ａ が 一 緒 に 持 上 げ
ら れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
  こ の 最 上 面 基 礎 コ ン ク リ ー ト 層 ６ １ ａ と グ ラ ウ ト ６ ４ の 境 界 面 ７ ６ は 鉄 筋 等 で 繋 が っ て
お ら ず 、 し か も 最 上 面 基 礎 コ ン ク リ ー ト 層 ６ １ ａ は 高 炉 の 熱 で 脆 く な っ て 小 片 ６ １ ｂ と な
っ て 、 ま た は 紛 化 し て 剥 落 す る 危 険 が あ り 、 こ れ ら が 下 方 に 位 置 す る 隙 間 ７ ５ を 埋 め て 切
断 面 の 平 滑 性 を 阻 害 し 、 高 炉 底 部 ６ ６ の 移 動 設 備 を 配 置 で き な く す る お そ れ が あ る 。 こ の
た め 従 来 工 法 は 現 実 に は 適 用 困 難 な 面 が あ っ た 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
  本 発 明 は 前 記 の 問 題 点 を 解 決 し た 高 炉 の 改 修 工 法 を 提 案 す る 。 す な わ ち 、 本 発 明 は 、 高
炉 底 部 を 高 炉 基 礎 コ ン ク リ ー ト か ら 切 離 し て 持 上 げ た と き 、 高 炉 の 熱 で 脆 く な っ た 最 上 面
基 礎 コ ン ク リ ー ト 層 の 剥 落 を 防 止 し 、 コ ン ク リ ー ト 小 片 ６ １ ｂ 等 が 下 部 の 間 隙 ７ ５ に 落 下
す る お そ れ を な く す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
  前 記 の 課 題 を 解 決 す る た め 、 本 発 明 は 次 の よ う に 構 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
  第 １ の 発 明 は 、 高 炉 基 礎 コ ン ク リ ー ト の 最 上 面 コ ン ク リ ー ト 層 に 形 成 さ れ た 凹 部 に 敷 ビ
ー ム を 設 置 す る と 共 に グ ラ ウ ト を 充 填 し て 、 そ の 上 部 に 前 記 敷 ビ ー ム を 含 む 高 炉 底 部 が 構
成 さ れ て お り 、 前 記 高 炉 基 礎 コ ン ク リ ー ト か ら 高 炉 底 部 を 分 離 す る と 共 に 、 炉 底 マ ン テ ル
と 上 部 マ ン テ ル を 切 離 し た う え 、 前 記 高 炉 底 部 を 持 上 げ て 据 付 け 場 所 か ら 横 方 向 移 動 さ せ
る 高 炉 の 改 修 工 法 に お い て 、
  前 記 最 上 面 基 礎 コ ン ク リ ー ト 層 の 熱 劣 化 の 補 強 工 事 と し て 、 前 記 敷 ビ ー ム を 直 交 方 向 に
貫 き 、 さ ら に 前 記 最 上 面 コ ン ク リ ー ト 層 と グ ラ ウ ト を 貫 い て 水 平 に 複 数 の 第 １ 貫 通 孔 を 明
け 、 第 １ 貫 通 孔 の 中 に 鉄 筋 等 の 棒 状 部 材 を 設 置 の 後 グ ラ ウ ト を 充 填 す る 補 強 を 実 施 し 、 第
１ 貫 通 孔 の 下 側 で か つ 炉 底 部 直 下 の 高 炉 基 礎 コ ン ク リ ー ト に 複 数 の 第 ２ 貫 通 孔 を 水 平 方 向
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に 明 け 、 前 記 第 ２ 貫 通 孔 の 位 置 で 前 記 高 炉 基 礎 コ ン ク リ ー ト を 水 平 に 切 断 し て 、 高 炉 底 部
と 高 炉 基 礎 コ ン ク リ ー ト を 切 り 離 し 、 高 炉 底 部 を 適 宜 の 持 上 げ 手 段 で 上 昇 さ せ る こ と に よ
り 高 炉 底 部 と 高 炉 基 礎 コ ン ク リ ー ト と の 間 に 隙 間 を 形 成 し 、 該 隙 間 に コ ロ 等 の 移 動 手 段 を
設 置 し 、 高 炉 底 部 を 移 動 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
  第 ２ の 発 明 は 、 高 炉 基 礎 コ ン ク リ ー ト の 最 上 面 コ ン ク リ ー ト 層 に 形 成 さ れ た 凹 部 に 敷 ビ
ー ム を 設 置 す る と 共 に グ ラ ウ ト を 充 填 し て 、 そ の 上 部 に 前 記 敷 ビ ー ム を 含 む 高 炉 底 部 が 構
成 さ れ て お り 、 前 記 高 炉 基 礎 コ ン ク リ ー ト か ら 高 炉 底 部 を 分 離 す る と 共 に 、 炉 底 マ ン テ ル
と 上 部 マ ン テ ル を 切 離 し た う え 、 前 記 高 炉 底 部 を 持 上 げ て 据 付 け 場 所 か ら 横 方 向 移 動 さ せ
る 高 炉 の 改 修 工 法 に お い て 、
炉 底 部 直 下 の 高 炉 基 礎 コ ン ク リ ー ト に 複 数 の 第 ２ 貫 通 孔 を 水 平 方 向 に 明 け 、 前 記 第 ２ 貫 通
孔 の 位 置 で 前 記 高 炉 基 礎 コ ン ク リ ー ト を 水 平 に 切 断 し て 、 高 炉 底 部 と 高 炉 基 礎 コ ン ク リ ー
ト を 切 り 離 し 、 前 記 最 上 面 基 礎 コ ン ク リ ー ト 層 の 熱 劣 化 の 補 強 工 事 と し て 、 前 記 敷 ビ ー ム
を 直 交 方 向 に 貫 き 、 さ ら に 前 記 最 上 面 コ ン ク リ ー ト 層 と グ ラ ウ ト を 貫 い て 水 平 に 複 数 の 第
１ 貫 通 孔 を 明 け 、 第 １ 貫 通 孔 の 中 に 鉄 筋 等 の 棒 状 部 材 を 設 置 の 後 グ ラ ウ ト を 充 填 す る 補 強
を 実 施 し 、 高 炉 底 部 を 適 宜 の 持 上 げ 手 段 で 上 昇 さ せ る こ と に よ り 高 炉 底 部 と 高 炉 基 礎 コ ン
ク リ ー ト と の 間 に 隙 間 を 形 成 し 、 該 隙 間 に コ ロ 等 の 移 動 手 段 を 設 置 し 、 高 炉 底 部 を 移 動 さ
せ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
  第 ３ の 発 明 は 、 第 １ ま た は 第 ２ の 発 明 に お い て 、 鉄 筋 等 の 棒 状 部 材 の 周 囲 に 繊 維 状 袋 体
を 被 せ た う え 該 棒 状 部 材 を 第 １ 貫 通 孔 に 挿 入 し 、 そ の 後 、 繊 維 状 袋 体 内 に グ ラ ウ ト を 充 填
す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
  第 ４ の 発 明 は 、 第 １ ～ 第 ３ の 何 れ か の 発 明 に お い て 、 前 記 高 炉 底 部 の 持 上 げ 手 段 を ジ ャ
ッ キ で 構 成 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
  本 発 明 の 高 炉 改 修 工 法 に よ る と 、 高 炉 底 部 と 高 炉 基 礎 コ ン ク リ ー ト を 切 離 す る 前 又 は 後
に 、 最 上 面 基 礎 コ ン ク リ ー ト 層 に 水 平 の 第 １ 貫 通 孔 を 明 け 、 該 第 １ 貫 通 孔 に 鉄 筋 も し く は
そ れ に 代 わ る 棒 状 部 材 を 挿 入 す る と 共 に グ ラ ウ ト 充 填 す る こ と に よ り 、 該 グ ラ ウ ト が 周 辺
コ ン ク リ ー ト の ひ び 割 れ に も 充 填 さ れ る た め ブ ロ ッ ク 状 に な っ て 最 上 面 基 礎 コ ン ク リ ー ト
層 は 棒 状 部 材 と 一 体 化 し 、 前 記 切 断 の た め 互 い に 分 離 さ れ 、 高 熱 で 脆 く な っ て い て 剥 落 が
考 え ら れ る 最 上 面 基 礎 コ ン ク リ ー ト 層 を 補 強 で き る 。 し た が っ て 、 最 上 面 基 礎 コ ン ク リ ー
ト 層 は 高 炉 底 部 と 確 実 に 一 体 に 持 ち 上 が り 、 コ ン ク リ ー ト 小 片 の 隙 間 へ の 落 下 を な く し て
切 断 面 の 平 滑 化 が 確 保 で き 、 隙 間 へ の 移 動 手 段 の 円 滑 な 配 置 を 可 能 と す る 。 こ れ に よ っ て
高 炉 底 部 の 据 付 け 位 置 か ら の 一 括 搬 出 が 可 能 と な り 、 高 炉 底 部 の 改 修 作 業 を 円 滑 か つ 迅 速
に 行 う こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
  本 発 明 の 実 施 形 態 を 図 １ ～ 図 ８ を 参 照 し て 説 明 す る 。 図 １ ～ 図 ３ に つ い て は 、 ［ １ ８ ］
～ ［ ２ ２ ］ で 説 明 し た の で こ れ を 援 用 し 、 図 ４ 以 下 を 中 心 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
  本 発 明 は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 最 下 段 敷 ビ ー ム ６ ３ の 下 側 に 位 置 す る 切 断 レ ベ ル ７ ２ で
基 礎 コ ン ク リ ー ト ６ １ を 水 平 切 断 し 、 こ の 切 断 レ ベ ル ７ ２ よ り 上 側 に 位 置 す る １ 段 目 敷 ビ
ー ム ６ ５ を 新 設 の 仮 設 ブ ラ ケ ッ ト ７ ３ で 直 接 支 持 し て 、 仮 設 の 油 圧 ジ ャ ッ キ ７ ４ に て １ 段
目 敷 ビ ー ム ６ ５ と ２ 段 目 敷 ビ ー ム ６ ８ と 炉 底 マ ン テ ル ７ １ を 含 む 高 炉 底 部 ６ ６ を 高 炉 基 礎
コ ン ク リ ー ト ６ １ か ら 離 反 し て 上 昇 さ せ る が 、 そ の 上 昇 さ せ る 前 に 、 高 炉 底 部 ６ ６ と 一 緒
に 持 ち 上 が る 最 上 面 基 礎 コ ン ク リ ー ト 層 ６ １ ａ の 剥 落 を 防 止 す る た め の 補 強 工 事 と し て 、
H形 鋼 製 の 最 下 段 敷 ビ ー ム ６ ３ の 延 長 方 向 と 直 交 す る 方 向 に コ ア ボ ー リ ン グ マ シ ン （ 図 示
省 略 ） で 第 １ 貫 通 孔 ７ ７ を 明 け 、 こ の 第 １ 貫 通 孔 ７ ７ に 鉄 筋 な ど の 棒 状 部 材 ７ ８ を 挿 通 す
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る と 共 に グ ラ ウ ト ８ ０ を 充 填 す る 。 そ の 後 、 仮 設 ブ ラ ケ ッ ト ７ ３ で １ 段 目 敷 ビ ー ム ６ ５ を
直 接 支 持 し て 、 仮 設 の 油 圧 ジ ャ ッ キ ７ ４ に て 高 炉 基 礎 コ ン ク リ ー ト ６ １ か ら 離 反 し て 上 昇
さ せ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
  最 下 段 敷 ビ ー ム ６ ３ と 直 交 方 向 に 貫 通 す る 第 １ 貫 通 孔 ７ ７ は 、 図 か ら 分 る よ う に 最 下 段
敷 ビ ー ム ６ ３ の ウ エ ブ ６ ３ ａ を 貫 く と 共 に 、 グ ラ ウ ト ６ ４ と 最 上 面 基 礎 コ ン ク リ ー ト 層 ６
１ ａ と を 貫 い て 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
  本 発 明 の 改 修 工 法 を 実 施 す る 場 合 、 工 程 が 異 な る ２ つ の 方 法 が あ る 。 第 １ の 工 法 は 、 高
炉 基 礎 コ ン ク リ ー ト ６ １ の 最 上 面 基 礎 コ ン ク リ ー ト 層 ６ １ ａ の 熱 劣 化 の 補 強 工 事 と し て 、
第 １ 貫 通 孔 ７ ７ を 明 け 、 第 １ 貫 通 孔 ７ ７ の 中 に 鉄 筋 等 の 棒 状 部 材 ７ ８ を 設 置 の 後 、 グ ラ ウ
ト ８ ０ を 充 填 す る 補 強 を 実 施 す る 。 そ の 後 に 、 第 １ 貫 通 孔 ７ ７ の 直 下 の 高 炉 基 礎 コ ン ク リ
ー ト ６ １ に ワ イ ヤ ー ソ ー 挿 通 用 の 複 数 の 第 ２ 貫 通 孔 ７ ９ （ 図 ３ 、 図 ４ の 切 断 レ ベ ル ７ ２ の
位 置 ） を 水 平 方 向 に 明 け 、 隣 り 合 う 複 数 の 第 ２ 貫 通 孔 ７ ９ に ワ イ ヤ ー ソ ー を 挿 通 し 、 こ の
第 ２ 貫 通 孔 ７ ９ の 位 置 で 高 炉 基 礎 コ ン ク リ ー ト ６ １ を 水 平 に 切 断 し て 、 切 断 レ ベ ル ７ ２ で
高 炉 底 部 ６ ６ と 高 炉 基 礎 コ ン ク リ ー ト ６ １ を 切 り 離 し 、 高 炉 底 部 ６ ６ を 仮 設 の 油 圧 ジ ャ ッ
キ ７ ４ 等 で 上 昇 さ せ る こ と に よ り 、 高 炉 底 部 ６ ６ と 高 炉 基 礎 コ ン ク リ ー ト ６ １ の 間 に 隙 間
７ ５ を 形 成 し 、 そ こ に コ ロ 等 の 移 動 手 段 設 備 （ 図 示 省 略 ） を 設 置 し 、 高 炉 底 部 ６ ６ を 横 移
動 さ せ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
  第 ２ の 方 法 は 、 高 炉 底 部 ６ ６ の 直 下 の 高 炉 基 礎 コ ン ク リ ー ト ６ １ に ワ イ ヤ ー ソ ー 挿 通 用
の 複 数 の 第 ２ 貫 通 孔 ７ ９ を 水 平 方 向 に 明 け 、 隣 り 合 う 複 数 の 第 ２ 貫 通 孔 ７ ９ に ワ イ ヤ ー ソ
ー を 挿 通 し 、 こ の 第 ２ 貫 通 孔 ７ ９ の 位 置 で 高 炉 基 礎 コ ン ク リ ー ト ６ １ を 水 平 に 切 断 し て 、
切 断 レ ベ ル ７ ２ で 高 炉 底 部 ６ ６ と 高 炉 基 礎 コ ン ク リ ー ト ６ １ を 切 り 離 す 。 次 に 、 前 記 の 第
１ 貫 通 孔 ７ ７ を 明 け 、 第 １ 貫 通 孔 ７ ７ の 中 に 鉄 筋 等 の 棒 状 部 材 ７ ８ を 設 置 の 後 、 グ ラ ウ ト
８ ０ を 充 填 す る 補 強 を 実 施 す る 。 次 に 、 高 炉 底 部 ６ ６ を 仮 設 の 油 圧 ジ ャ ッ キ ７ ４ 等 で 上 昇
さ せ る こ と に よ り 、 高 炉 底 部 ６ ６ と 高 炉 基 礎 コ ン ク リ ー ト ６ １ と の 間 に 隙 間 ７ ５ を 形 成 し
、 そ こ に コ ロ 等 の 移 動 手 段 （ 図 示 省 略 ） を 設 置 し 設 置 し 、 高 炉 底 部 ６ ６ を 横 移 動 さ せ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
  第 １ 、 第 ２ の 方 法 を 実 施 す る に 際 し て 、 第 １ 貫 通 孔 ７ ７ に グ ラ ウ ト ８ ０ を 充 填 す る の は
次 の 理 由 に よ る 。 第 １ 貫 通 孔 ７ ７ が 最 上 面 基 礎 コ ン ク リ ー ト 層 ６ １ ａ を 貫 通 し 、 か つ 、 鉄
筋 等 の 棒 状 部 材 ７ ８ を 挿 通 し た だ け で は 、 コ ン ク リ ー ト 層 ６ １ ａ は 高 炉 の 熱 で 脆 く な っ て
い る の で 、 図 ５ に 示 す よ う に 複 数 の ひ び 割 れ （ 亀 裂 ） ８ １ が 存 在 し 、 こ の ひ び 割 れ ８ １ を
介 し て コ ン ク リ ー ト 層 ６ １ ａ が 砕 け て 落 下 す る の で あ る が 、 ひ び 割 れ ８ １ は 第 １ 貫 通 孔 ７
７ を 明 け る こ と に よ り 該 第 １ 貫 通 孔 ７ ７ と 連 通 す る の で 、 こ の 第 １ 貫 通 孔 ７ ７ に グ ラ ウ ト
８ ０ を 充 填 す る こ と で 、 該 グ ラ ウ ト ８ ０ が 第 １ 貫 通 孔 ７ ７ か ら ひ び 割 れ ８ １ の 隙 間 に 充 填
さ れ て コ ン ク リ ー ト 層 ６ １ ａ と グ ラ ウ ト ８ ０ が ブ ロ ッ ク と な っ て 一 体 化 し 、 脆 さ が な く な
っ て コ ン ク リ ー ト 破 片 の 小 片 に な る お そ れ を な く し 、 高 炉 底 部 ６ ６ 全 体 を 鉄 筋 等 の 棒 状 部
材 ７ ８ で 安 定 に 支 持 で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
  さ ら に 、 棒 状 部 材 ７ ８ の 周 囲 に ア ラ ミ ド 繊 維 等 を 筒 状 に 形 成 し た 繊 維 状 袋 体 ８ ２ を 被 せ
て 第 １ 貫 通 孔 ７ ７ に 棒 状 部 材 ７ ８ と 同 時 挿 入 し 、 そ の 後 に 繊 維 状 袋 体 ８ ２ 内 に グ ラ ウ ト ８
０ を 充 填 す る よ う に 構 成 し て も よ い 。 繊 維 状 袋 体 ８ ２ の 使 用 は 第 ２ の 施 工 方 法 に 適 し て い
る 。 つ ま り 、 繊 維 状 袋 体 ８ ２ 内 に 充 填 さ れ る グ ラ ウ ト ８ ０ は 、 繊 維 状 袋 体 ８ ２ の メ ッ シ ュ
で 外 部 へ の 流 出 が 適 度 に コ ン ト ロ ー ル さ れ 、 第 ２ の 工 法 に お い て 、 第 １ 貫 通 孔 ７ ７ よ り も
先 に 開 設 さ れ た 第 ２ 貫 通 孔 ７ ９ に ひ び 割 れ ８ １ が 通 じ て い る 場 合 な ど 、 こ の ひ び 割 れ ８ １
を 通 っ て グ ラ ウ ト ８ ０ が む や み に 第 ２ 貫 通 孔 ７ ９ に 漏 出 す る の を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
  図 ７ は 、 本 発 明 の 改 修 工 法 を 実 施 す る 高 炉 基 礎 部 の 具 体 的 構 造 物 を 示 す 図 で 、 図 ８ は 図
７ の 部 分 拡 大 図 で あ り 、 図 １ ～ 図 ６ の 説 明 図 と 同 等 の 要 素 に は 同 一 の 符 号 を 付 し て 説 明 を
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省 略 す る 。 な お 、 図 ７ 、 図 ８ で は 、 平 行 に 配 設 さ れ る 複 数 の Ｈ 形 鋼 製 の １ 段 目 敷 ビ ー ム ６
５ と ２ 段 目 敷 ビ ー ム ６ ８ の 間 隙 に 各 ビ ー ム と 平 行 に 配 設 さ れ た 冷 却 管 ８ ３ が 図 示 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
  以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 の 工 法 を 実 施 す る こ と に よ り 、 熱 劣 化 し た 最 上 面 基 礎 コ ン
ク リ ー ト 層 ６ １ ａ を 補 強 し 、 コ ン ク リ ー ト 小 片 の 落 下 を 防 止 す る こ と で 最 上 面 基 礎 コ ン ク
リ ー ト 層 ６ １ ａ の 切 断 面 に お け る 上 下 面 の 平 滑 化 を 確 保 で き 、 該 切 断 面 材 に 形 成 さ れ る 隙
間 ７ ５ に 移 動 手 段 を 円 滑 に 配 置 す る こ と が 可 能 に な り 、 こ の 移 動 手 段 を 介 し て 高 炉 底 部 ６
６ の 一 括 搬 出 が 可 能 と な り 、 高 炉 基 礎 部 の 改 修 作 業 を 円 滑 か つ 迅 速 に 行 う こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 改 修 工 法 を 実 施 す る 高 炉 基 礎 部 を 示 し 、 高 炉 基 礎 コ ン ク リ ー ト の 上 部 に
最 下 段 敷 設 ビ ー ム と １ 段 目 敷 ビ ー ム と ２ 段 目 敷 ビ ー ム と 炉 底 マ ン テ ル を 順 に 施 工 し て い る
高 炉 底 部 の 施 工 途 中 の 断 面 説 明 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 高 炉 底 部 の 施 工 終 了 状 態 の 断 面 説 明 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 比 較 例 と し て 従 来 の 高 炉 底 部 の 解 体 施 工 の 状 態 を 示 す 断 面 説 明 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 高 炉 底 部 の 解 体 施 工 の 状 態 を 示 す 断 面 説 明 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 （ ａ ） 、 （ ｂ ） は 、 最 下 段 敷 設 ビ ー ム と 最 上 面 基 礎 コ ン ク リ ー ト 層 と グ ラ ウ ト を
貫 通 す る 第 １ 貫 通 孔 と こ れ に 挿 通 す る 鉄 筋 等 の 棒 状 部 材 の 貫 通 状 態 を 示 す 部 分 従 来 断 面 図
と 横 断 面 図 、 （ ｃ ） 、 （ ｄ ） は 、 図 ５ （ ａ ） の Ａ 部 の ２ 例 を 示 す 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ４ の Ｂ － Ｂ 矢 視 図 で 、 最 下 段 敷 設 ビ ー ム の 配 置 態 様 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 改 修 工 法 を 実 施 す る 高 炉 基 礎 部 の 具 体 例 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ７ の 右 半 分 を 示 す 拡 大 部 分 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 従 来 の 高 炉 底 部 の 改 修 工 法 を 示 す 高 炉 本 体 の 正 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 （ ａ ） は 、 図 ９ の 高 炉 底 部 の 解 体 を 示 す 部 分 説 明 図 、 （ ｂ ） は 基 礎 コ ン ク リ ー
ト の 切 断 態 様 を 示 す 平 面 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
　   １ ０   高 炉
    １ １   高 炉 基 礎 コ ン ク リ ー ト
    １ ２   敷 ビ ー ム
    １ ３   高 炉 本 体
    １ ４   炉 体 櫓
    １ ５   下 側 部 位  
    ２ ２   支 柱
    ２ ３   Ｈ 形 鋼
    ２ ４   冷 却 管
    ２ ５   グ ラ ウ ト 材
    ２ ６   炉 底 板
    ２ ８   ス タ ン プ 材
    ２ ９   鉄 皮
    ３ ０   ス テ ー ブ ク ー ラ
    ３ １   炉 底 レ ン ガ 層
    ３ ３   残 銑
    ３ ４   上 部 マ ン テ ル
    ３ ５   炉 底 マ ン テ ル
    ３ ６   高 炉 底 部
    ３ ７ ～ ４ ０   切 断 区 分
    ４ １ ～ ４ ４   境 界
    ４ ５ 、 ４ ６   ワ イ ヤ ー ソ ー   
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    ４ ７ 、 ４ ８   切 断 面
    ４ ９   水 平 切 断 部
    ５ ０ 、 ５ １   セ ン タ ー ホ ー ル ジ ャ ッ キ   
    ５ ２ 、 ５ ３   吊 下 げ ブ ラ ケ ッ ト
    ５ ４   出 銑 床
    ５ ５   レ ー ル 部 材
    ５ ６   グ ラ ウ ト 材
    ５ ７   重 量 物 搬 送 台 車
    ５ ８   台 車
    ６ １   高 炉 基 礎 コ ン ク リ ー ト
    ６ １ ａ   最 上 面 基 礎 コ ン ク リ ー ト 層
    ６ ２   凹 部
    ６ ３   最 下 段 敷 設 ビ ー ム
    ６ ４   グ ラ ウ ト
    ６ ５   １ 段 目 敷 ビ ー ム
    ６ ６   高 炉 底 部
    ６ ８   ２ 段 目 敷 ビ ー ム
    ６ ９   炉 底 板
    ７ ０   炉 底 レ ン ガ
    ７ １   炉 底 マ ン テ ル
    ７ ２   切 断 レ ベ ル
    ７ ３   仮 設 ブ ラ ケ ッ ト
    ７ ４   仮 設 の 油 圧 ジ ャ ッ キ
    ７ ５   隙 間  
    ７ ６   境 界 面
    ７ ７   第 １ 貫 通 孔
    ７ ８   鉄 筋 等 の 棒 状 部 材
    ７ ９   第 ２ 貫 通 孔
    ８ ０   グ ラ ウ ト
    ８ １   ひ び 割 れ
    ８ ２   繊 維 状 袋 体
    ８ ３   冷 却 管
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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